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遊
水
地
を
き
れ
い
に
鎧
 

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
４
月
　
日
に
渡
良
瀬
遊
水
地
で
、

１９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
１
１
９
名

に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
多
く
の
方
の
参
加
に
よ
り
、
約

　
ト
ン
も
の
ご
み
が
回
収
で
き
ま

１０し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

心
無
い
人
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
の

多
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
一
人

ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
私
た

ち
の
憩
い
の
場
で
あ
る
渡
良
瀬
遊

水
地
の
自
然
を
大
切
に
保
全
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

　
ご
み
処
理
に
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
と
と
も
に
、
現
在
の
ご
み

処
理
施
設
も
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
ご
み
を
減
ら
す
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。
町
民
一
人
ひ
と
り

の
意
識
が
必
要
で
す
。

　
ご
み
を
減
ら
す
方
法
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

産
資
源
物
は
集
団
回
収
を
活
用
す

　
る

産
生
ご
み
は
十
分
に
水
切
り
を
す

　
る

産
買
物
袋
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を

　
な
る
べ
く
利
用
し
な
い

産
商
品
の
過
剰
な
包
装
は
断
る

　
ま
た
、
事
業
所
に
お
い
て
も
、

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

ご
み
の
分
別
調
査
の
状
況

　
町
保
健
環
境
委
員
に
よ
り
　
年
１９

度
に
実
施
し
た
ご
み
の
分
別
調
査

の
結
果
を
ま
と
め
る
と
主
に
次
の

よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
十
分
注
意
し
て
ご
み
を
出
し

ま
し
ょ
う
。

算
生
ご
み

・
紙
袋
に
氏
名
が
未
記
入
で
あ
る

・
水
切
り
が
悪
く
紙
袋
が
破
け
る

・
新
聞
紙
に
包
ま
ず
直
接
紙
袋
に

　
入
れ
て
あ
る

・
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
あ
る

・
生
ご
み
以
外
の
も
の
が
混
入
さ

　
れ
て
い
る

算
資
源
物

・
新
聞
紙
に
「
野
木
町
所
有
」と
書

　
い
て
な
い

・
ビ
ン
の
ふ
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
の
キ
ャ
ッ
プ
が
取
り
除
い
て
な

　
い

・
段
ボ
ー
ル
を
縛
っ
て
な
い

・
資
源
物
以
外
の
ご
み
が
出
さ
れ

　
て
い
る

・
ビ
ン
、
缶
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

　
れ
た
ま
ま
コ
ン
テ
ナ
に
出
し
て

　
あ
る
 

　
町
内
の
ご
み
集
積
所
は
、「
可
燃

ご
み（
生
ご
み
・
可
燃
ご
み
）」
と

「
不
燃
ご
み
」に
分
け
ら
れ
て
い
て
、

全
部
で
約
６
４
０
か
所
あ
り
ま
す
。

　
分
別
収
集
を
開
始
し
て
　
年
以

１５

上
が
経
過
し
、
ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
も
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
に
お
い
て
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
ご
み
集
積
所
は
、
利

用
す
る
人
自
身
が
管
理
者
で
あ
る

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

ご
み
出
し
の
主
な
ル
ー
ル

①
決
め
ら
れ
た
日
、
時
間
ま
で
に

②
決
め
ら
れ
た
場
所
に

③
生
ご
み
は
、
水
を
よ
く
切
っ
て

新
聞
紙
２
枚
以
下
に
包
み
、
町
指

定
の
紙
袋
に
入
れ
氏
名
を
記
入
し
、

可
燃
ご
み
は
、
透
明
ま
た
は
白
色

半
透
明
の
袋
に
入
れ
る

④
不
燃
ご
み
は
、
透
明
ま
た
は
白

色
半
透
明
の
袋
に
入
れ
る

※
「
蛍
光
灯
」
及
び
「
ア
ス
ベ
ス

ト
を
使
用
し
た
家
庭
用
品
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
透
明
ま
た
は
白
色
半
透

明
の
袋
に
入
れ
る
…
他
の
不
燃
ご

み
と
混
合
し
な
い

⑤
後
始
末
を
き
れ
い
に

 

あああああああああああなななななななななななたたたたたたたたたたたははははははははははは 骸骸骸骸骸骸骸骸骸骸骸
ごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみののののののののののの出出出出出出出出出出出ししししししししししし方方方方方方方方方方方

噛
噛
噛
　

と
ぴ
っ
く
す
　

噛
噛
噛

大大大大大大大大大大大丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈 夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫

※
「
平
成
　
年
度
家
庭
ご
み
収
集
計
画
表
」参
照

２０
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②
資
源
物
の
回
収
を
自
分
た
ち
の

手
で
実
施
で
き
る
団
体

③
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

例
→
自
治
会
、
子
ど
も
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
P
T
A
な
ど

問
町
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
　
撒
（
　
）
４
１
３
１

５７

恐
町
で
は
、
資
源
物
を
集
団
回
収

し
た
団
体
に
報
奨
金
を
交
付
し
て

い
ま
す

　
報
奨
金
は
、
民
間
回
収
業
者
に

売
却
し
た
資
源
物
の
重
量
に
対
し
、

１
　
当
た
り
６
円
の
金
額
で
す
。

kg
交
付
対
象
と
な
る
団
体
の
資
格
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
団
体
の
資
格
〉

①
町
に
資
源
物
集
団
回
収
団
体
と

し
て
登
録
し
て
あ
る
こ
と

登
録
方
法
→
町
生
活
環
境
課
に
備

え
付
け
の
届
出
用
紙
を
提
出
す
る
。

※
現
在
登
録
し
て
あ
る
団
体
も
、

毎
年
度
届
出
が
必
要
で
す
。

 

３
２
７
ト
ン
 

回
収
で
き
ま
し
た

　
年
度
資
源
物
集
団
回
収
報
告

１９　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
１

年
間
で
約
３
２
７
ト
ン
の
資
源
物

を
再
資
源
化
で
き
ま
し
た
。

　
不
用
に
な
っ
た
新
聞
・
ア
ル
ミ

缶
・
ビ
ン
類
な
ど
を
地
域
の
集
団

回
収
に
出
し
て
、
ご
み
の
資
源
化

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。 

１９年度  団体別資源ごみ回収実績
回収量（㎏）団　　　体　　　名

1,851丸林東上１子供会育成会

9,040丸林東中１子供会育成会

1,510丸林東下２育成会

2,809丸林西中３育成会

6,418丸林西中２育成会

3,813丸林西中１子供会

26,604丸林西中４自治会

2,445松原１子供会育成会

2,084松原２子供会育成会

6,530新橋東１子供会育成会

3,649新橋東２あっぱれ子供会育成会

102新橋東３育成会

989大塚１子供会

2,590大塚２子供会育成会

297行家自治会婦人部

18,183プレシーンキッズ子供会

134卯の木２育成会

23,038北斗自治会

3,390中之内子供会育成会

8,200社会福祉法人パステル

3,330御門子供会育成会

40,610野木小学校

2,660なの花会

25,562南赤塚小学校ＰＴＡ

53,180佐川野小学校

14,964新橋小学校ＰＴＡ

45,550野木中学校

10,640野木第二中学校

1,250丸林東下５子供会育成会

2,612座又育成会子供会

1,470柏山子供育成会

1,220栗山子供会

326,724合　　　　　　計

資 源 物 集 団 回 収 量 の 内 訳
19年度18年度ご み の 種 類

213,790223,790新 聞 紙

可 燃 物 類

58,01056,260雑 誌

48,05841,969ダンボール

240460布

410150そ の 他

320,508322,629小　　計

420ビ ン

不 燃 物 類 6,2146,947ア ル ミ 缶

6,2566,947小　　計

326,764329,576合　　　計

きれいな集積所はきもちがいいですね。
ルールを守って正しくゴミを出しましょう外



額
を
上
回
り
、
所
得
税
か
ら
控
除
し

き
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
　
年
か
ら
　
年
ま

１１

１８

で
の
間
に
居
住
し
た
方
で
、
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
控
除
額

が
あ
る
場
合
は
、
町
へ
申
告
す
る
こ

と
に
よ
り
平
成
　
年
度
の
町
県
民
税

２０

か
ら
控
除
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
該
当
す
る
方
は
毎
年
「
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
」
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

算
「
地
震
保
険
料
控
除
」 

　
　
　
　
　
　
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
控
除
は
、
従
来
の
損
害
保
険

料
控
除
が
改
組
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
短
期
損
害
保
険
料
控
除
は
、

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

①
支
払
地
震
保
険
料
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
金
額
（
上
限
２
５
０
０
０

円
）
が
所
得
控
除
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
す
。

②
平
成
　
年
末
ま
で
に
結
ん
だ
長
期

１８

損
害
保
険
料
契
約
に
係
る
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
損
害
保
険
料
控

除
が
受
け
ら
れ
る
経
過
措
置
が
あ
り

ま
す
。

興

年
度
の
主
な
改
正
点

２０
算
均
等
割
額
が
変
わ
り
ま
す

　
大
切
な
森
林
を
県
民
全
体
の
理
解

と
協
力
の
も
と
に
守
り
育
て
、
元
気

な
森
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ

く
り
県
民
税
（
年
額
７
０
０
円
）」が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
課
税
期
間
は
、
平
成
　
年
度
分
か

２０

ら
　
年
度
分
ま
で
の
　
年
間
で
す
。

２９

１０

　
課
税
期
間
中
の
県
民
税
均
等
割
額

は
年
額
１
７
０
０
円
（
従
前
の
均
等

割
額
１
０
０
０
円
＋
と
ち
ぎ
の
元
気

な
森
づ
く
り
県
民
税
額
７
０
０
円
）

と
な
り
ま
す
。

算
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
」 

　
　
　
　
　
　
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の

２０

２８

町
県
民
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
税
源
移
譲
に
よ
り
平
成
　
年
分
の

１９

所
得
税
額
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
が
所
得
税

※
次
の
①
～
④
に
該
当
す
る
方
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
方

②
障
が
い
者
、
未
成
年
、
寡
婦
、
寡

夫
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２

５
万
円
以
下
の
方

③
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、　２８

万
円
×
（
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者

及
び
扶
養
親
族
の
合
計
数
）
＋
（
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
を

有
す
る
場
合
は
　
万
円
）
以
下
の
方

１７

に
は
均
等
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

④
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、　３５

万
円
×
（
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者

及
び
扶
養
親
族
の
合
計
数
）
＋
（
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
を

有
す
る
場
合
は
　
万
円
）
以
下
の
方

３２

に
は
所
得
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

納
税
義
務
者
に
な
る
方

　
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内

２０

に
住
む
方

税
額
の
計
算
方
法

納
税
納
期
等

　
納
税
通
知
書
の
発
送
予
定
は
６
月

　
日
で
す
。
納
期
は
、
６
月
、
８
月
、

１３　
月
、
１
月
の
４
回
に
な
り
ま
す
。

１０

（4）

年税額＝均等割額＋所得割額

斬均等割額

　　４７００円（町民税３０００円＋県民税１７００円）

斬所得割額

　課税所得金額(合計所得金額―所得控除額)×

　税率(一律１０％)－税額控除等

　※町民税・県民税とも前年中の所得金額を

　　基礎に計算します。

町
県
民
税
の
均
等
割
額

　
４
７
０
０
円

　（
町
民
税
３
０
０
０
円
＋

　
　
　
　
県
民
税
１
７
０
０
円
）

今今今今今今今今今今
月月月月月月月月月月
はははははははははは
町町町町町町町町町町
県県県県県県県県県県
民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税
のののののののののの

今
月
は
町
県
民
税
の
 

納納納納納納納納納納
期期期期期期期期期期
でででででででででで

納
期
で
すすすすすすすすすすす



※
同
一
の
契
約
で
①
と
②
の
両
方
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

算
　
歳
以
上
の
方
の
非
課
税
措
置
廃
 

６５
　
止
に
伴
う
段
階
的
減
額
が
な
く
な
 

　
り
ま
す

　
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
、　

歳

１７

６５

以
上
の
方
（
昭
和
　
年
１
月
２
日
以

１５

前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の

方
に
適
用
さ
れ
て
い
た
非
課
税
措
置

が
平
成
　
年
度
の
町
県
民
税
以
降
廃

１８

止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
急
激
な
税

負
担
を
軽
減
す
る
経
過
措
置
と
し
て
、

平
成
　
年
度
は
税
額
の
3
分
の
2
、

１８

平
成
　
年
度
は
税
額
の
3
分
の
1
が

１９

軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
　２０

年
度
か
ら
は
こ
の
経
過
措
置
が
な
く

な
り
ま
す
。

算
税
源
移
譲
時
の
年
度
間
の
所
得
変
 

　
動
に
係
る
減
額
措
置
が
設
け
ら
れ
 

　
ま
し
た

　
平
成
　
年
度
の
町
県
民
税
に
の
み

１９

適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
経
過
措
置
の

適
用
を
受
け
る
に
は
、
申
告
が
必
要

で
す
。

　
税
源
移
譲
に
よ
り
平
成
　
年
度
の

１９

町
県
民
税
（
平
成
　
年
中
の
所
得
で

１８

計
算
）
で
税
負
担
が
増
加
し
た
分
は
、

平
成
　
年
中
の
所
得
税
で
調
整
さ
れ
、

１９

負
担
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
平
成
　
年
中
の
所
得
が
大
き
く

１９

減
少
し
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い

場
合
、
所
得
税
で
調
整
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
平
成
　
年
中

１８

と
平
成
　
年
中
の
所
得
の
変
動
に
よ

１９

る
負
担
増
を
調
整
す
る
た
め
、
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

対
　
象
　
①
と
②
を
満
た
す
方

計
算
方
法

　
平
成
　
年
度
の
合
計
課
税
所
得
金

１９

額
に
つ
い
て
、
①
税
源
移
譲
後
の
税

率
を
適
用
し
、
調
整
控
除
を
行
っ
た

後
の
税
額
か
ら
②
税
源
移
譲
前
の
税

率
を
適
用
し
た
税
額
を
差
し
引
い
た

額
を
減
額
し
ま
す
。
既
に
納
付
済
み

の
場
合
は
、
還
付
し
ま
す
。

申
告
等

　
平
成
　
年
７
月
１
日
か
ら
７
月
　

２０

３１

日
ま
で
に
、
平
成
　
年
１
月
１
現
在

１９

の
住
所
地
の
市
区
町
村
へ
申
告
し
た

場
合
に
限
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
町
税
務
課
で
把
握
で
き
る
減
額
措

置
の
対
象
と
な
り
う
る
方
に
つ
い
て

は
、
６
月
下
旬
頃
に
申
告
書
の
送
付

を
予
定
し
て
お
り
、
申
告
受
付
後
に

減
額
措
置
適
用
の
有
無
に
つ
い
て
の

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

※
平
成
　
年
中
に
国
外
へ
出
国
ま
た

１９

は
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
対
象

と
な
る
方
は
、「
対
象
の
①
と
②
」
を

満
た
す
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
寄
付
金
控
除
額
な
ど
の
人
的

控
除
以
外
の
控
除
額
が
増
加
し
た
り
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
に
よ
っ
て
所

得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
と
の
人
的
控
除
額
の
差

問
町
税
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
２
２

５７

地震保険料控除に
含まれる額

支払長期損害保険料（Ａ）

Ａ全額Ａ≦５０００円

Ａ×１/２＋２５００円５０００円＜Ａ≦１５０００円

１００００円１５０００円＜Ａ

平成１９年度住民税の課税所得金

額（申告分離課税分を除く）＞

所得税との人的控除額の差の合

計額

①

平成２０年度住民税の課税所得金

額（申告分離課税分を含む）≦

所得税との人的控除額の差の合

計額 

②

障
が
い
者
控
除

寡
婦
控
除

寡
夫
控
除

勤
労
学
生
控
除

配
偶
者
控
除

配
偶
者
特
別
控
除

扶
養
控
除

同
居
特
別
障
が
い
者
加
算

基
礎
控
除

普
通

特
別

一
般

特
別

一
般

老
人

　
万
円
超

３８　
万
円
未
満

４０　
万
円
以
上

４０　
万
円
未
満

４５

一
般

特
定

老
人

同
居
老
親

１
万
円

　
万
円

１０１
万
円

５
万
円

１
万
円

１
万
円

５
万
円

　
万
円

１０５
万
円

３
万
円

５
万
円

　
万
円

１８　
万
円

１０　
万
円

１３　
万
円

１２５
万
円

（5）
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第24回町婦人バレー

ボールリーグ大会

期　日　６月１５日（日）

場　所　町体育センター

対　象　町在住在勤の家庭婦人

種　目　９人制バレーボール

参加料　１チーム　１０００円

申込期間　６月３日～１０日

抽選会　６月１０日

問渋谷友子　　　　　　撒（５７）０１６２

第32回 

町野球選手権大会

期　日　社会人

　　　　６月２２日、２９日

　　　　７月６日（日）

　　　　学童

             ６月２９日、７月６日（日）

場　所　町総合運動公園

対　象　町野球連盟登録チーム

　　　　学童は町内チーム

参加料　１チーム　７０００円

申込期限　６月１７日

問岡村勝　　　　　　　撒（５７）４１５０

第16回町ソフトバレー

春季大会

期　日　６月８日、２２日（日）

場　所　野木中新体育館

種　目　６月８日

　　　　混合・女子

　　　　（フリー・シルバー）

　　　　６月２２日

　　　　混合・女子

　　　　（ゴールド）

参加料　一般・シニア　３００円

　　　　中高生　２００円

※組み合わせは協会で行います。

問伏木ヤス子　　　　　撒（５５）１６３１

貸出カードの更新

　住所や電話番号などに変更があっ

た方は、カウンターに申し出てくだ

さい。

ブックポスト

　休館日・閉館後は、返却ポストに

本を返してください。ＣＤ・ビデオ・

カセットは、入れないでください。

開館中は、カウンターに返してくだ

さい。

おはなし会

■

日　時　６月６日（金）

　　　　午前１１時～１１時３０分

会　場　１階おはなしコーナー

対　象　幼児

ボランティア団体　グレース森

■

日　時　６月１０日、１７日、２４日(火）

　　　　午前１１時～１１時２０分

会　場　１階おはなしコーナー

対　象　幼児

ボランティア団体　ピノキオ

■

日　時　６月２１日（土）

　　　　午後２時～２時３０分

会　場　１階おはなしコーナー

プログラム　絵本と紙しばい　他

対　象　４歳位から小学生

ボランティア団体　ピノキオ

こども映画会

「ダンボ」

日　時　６月２８日（土）

　　　　午後２時～３時５分

会　場　２階ホール

対　象　５歳以上

学校移動図書館

　ひまわり号で、各小学校を巡回し

ています。一般の方へも貸し出しが

できますのでご利用ください。

　ただし、児童書中心でビデオの貸

し出しは行っていません。

６／６　友沼小　　１３：１０～１４：１０

６／１１　南赤塚小　１３：００～１４：００

６／１２　新橋小　　１３：２０～１４：２０

６／１３　佐川野小　１３：１５～１４：００

６／２６　野木小　　１３：００～１４：３０

新着図書案内

＜一般書＞

産つゆのあとさき３　（赤羽みちえ）

産のんびりいこうよ　（赤羽みちえ）

産魔界の塔　　　　　　（山田悠介）

産三毛猫ホームズの茶話会

（赤川次郎）

産宇都宮城物語　　　　（福田三男）

産栃木と近県　日帰り公共の湯

　　　　　　　　　　（下野新聞社）

産渡良瀬１００年

（読売新聞社宇都宮支局）

＜児童書＞

産光のカケラ

　～ドルフィン・エクスプレス～

（竹下文子）

産織田信長　　（すぎたとおる原著）

産ブンダバーとタンちゃん

（くぼしまりお）

産ブンダバーとモモ

（くぼしまりお）



SVC企画・運営による 

郷土歴史講話

　分かりやすく歴史を解説します。

興味のある方はぜひ参加してみませ

んか。

日　時　６月２４日(火)

　　　　午後１時３０分～３時

内　容　足尾鉱害と谷中村

場　所　町公民館

対　象　町在住在勤者　先着３０名

講　師　野木郷土史研究会

　　　　軽部重夫氏

受講無料

申込期間　６月９日～１３日

申込方法　公民館窓口または電話で

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７７

パソコンサロン

　ボランティアによる初心者対象パ

ソコン相談室を開催しています。

日　時　６月１２日（木）

　　　　午後１時～４時

　　　　６月２１日（土）

　　　　午前９時３０分～１１時３０分

場　所　町公民館２階第４研修室

※申込不要

※日程変更もありますので、公民館

掲示板で確認するか、問い合わせく

ださい。

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７７

社交ダンス体験講習会

　文化協会ダンス部主催の初心者対

象講座です。ダンスマナーと基礎ス

テップを身に付け、リズムに乗って

楽しい汗をかきませんか。

日時・内容　プログラム参照

場　所　町公民館

講　師　文化協会ダンス部員

対　象　町在住在勤者（初心者）

定　員　男女各先着１５名

受講無料

申込期間　６月１６日～２０日

申込方法　町公民館へ

　　　　　（17日からは電話でも可）

※動きやすい服装で。ダンスシュー

ズを持っている方は持参ください。

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８８

民踊舞踊部おさらい会

　文化協会民踊舞踊部主催のおさら

い会です。どなたでもご覧になれま

すので、ご来場お待ちしています。

日　時　６月２２日（日）　正午～

　　　　※午前１１時３０分開場

場　所　エニスホール大ホール

入場無料

問文化協会民踊舞踊部長

　新井厚子　　　　　　撒（５５）１５８１

元気の出るスポーツクラブ事業

初心者卓球教室

日　時　６月１７日、２０日

　　　　　　２４日、２７日

　　　　７月１日、４日(火・金)

　　　　午後４時～５時

場　所　町体育センター

対　象　一般（初心者）　12名

指　導　町卓球協会

参加費　１０００円

持ち物　ラケット、体育館シューズ

　　　　タオル、飲み物

※ラケットは無料で貸出しもします。

申込期間　６月３日～１３日

※定員になり次第締切

申込方法

　参加費を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブ事業

元気いきいき体験教室

　普段、運動をしていない方や運動

に興味のある方を対象に体験教室を

行います。気楽にご参加ください。

日　時　６月～８月まで

　　　　第２・第４月曜日

　　　　午前９時３０分～１１時

場　所　町体育センター

内　容　カローリング

　　　　スポーツ吹き矢　等

指　導　体育指導委員

参加無料

持ち物　体育館シューズ、上履き

申込方法

　開催日午前９時までに直接会場へ

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７
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プログラム

内　容日　時回

産開講式

産ラテン
　　　　・・・ルンバ

産スタンダード
　　　　・・・ワルツ

※進捗状況により変更
もあります。

産閉講式

７/６（日）
１３：３０～１５：００

①

７/１３（日）
１３：３０～１５：００

②

７/２０（日）
１３：３０～１５：００

③

７/２７（日）
１３：３０～１５：００

④

８/３（日）
１３：３０～１５：００

⑤

８/１０（日）
１３：３０～１５：００

⑥

８/１７（日）
１３：３０～１５：００

⑦

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUULLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUURRRRRRRRRRRRRRRRRRRRREEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOORRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTCULTURE & SPORTSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS
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長
寿
医
療
制
度
 

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、 

何
が
変
わ
る
の
？

産
　
歳
以
上
の
方
一
人
ひ
と
り
に
、

７５
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
加
入
す
る
制
度
の
被
保
険
者

証
と
老
人
医
療
受
給
者
証
の
２
枚
必

要
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
被
保
険

者
証
１
枚
で
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

大
切
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

産
国
民
健
康
保
険
と
比
べ
、
保
険
料

は
、
平
均
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
低
く
な
り
ま
す
。
一
番
普
及
し
て

い
る
算
定
方
式
に
よ
っ
て
全
国
平
均

の
保
険
料
で
比
較
す
る
と
、
基
礎
年

金
や
平
均
的
な
厚
生
年
金
だ
け
で
暮

ら
し
て
い
る
方
は
、
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

酸
基
礎
年
金（
月
額
６
６
０
０
０
円
）

だ
け
の
単
身

　
１
人
　
１
０
０
０
円
／
月

（
国
保
　
２
８
０
０
円
／
月
）

酸
平
均
的
な
厚
生
年
金
（
月
額
１
６

７
０
０
０
円
）
の
単
身
・
夫
婦

　
夫
　
　
５
８
０
０
円
／
月

（
国
保
　
７
７
０
０
円
／
月
）

※
国
保
の
保
険
料
の
算
定
方
式
が
長

寿
医
療
制
度
と
は
異
な
る
な
ど
の
自

治
体
に
お
い
て
、
負
担
が
増
え
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

産
医
療
機
関
に
支
払
う
窓
口
負
担
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
原
則
１
割
負
担

で
す
。
現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る
方

は
、
３
割
負
担
で
す
。

産
ご
自
身
の
担
当
医
を
持
つ
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。（
あ
く
ま
で
も
、

ご
本
人
と
医
療
機
関
が
希
望
さ
れ
る

場
合
で
す
。
特
定
の
医
師
に
し
か
診

て
も
ら
え
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

産
都
道
府
県
単
位
と
し
、
安
定
的
な

運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

産
そ
の
他

・
年
金
か
ら
の
保
険
料
の
お
支
払
い

は
、
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
い
た

だ
く
手
間
を
な
く
す
た
め
で
す
。
行

政
の
無
駄
な
コ
ス
ト
も
省
か
れ
ま
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
の
保
険
料
は
、
４
月
か
ら
９
月

は
０
円
、　

月
か
ら
来
年
３
月
は
本

１０

来
の
保
険
料
の
１
割
負
担
（
平
均
３

５
０
円
／
月
）
と
な
り
ま
す
。

・
制
度
を
身
近
で
親
し
み
や
す
い
も

の
に
す
る
た
め
、
通
称
を
「
長
寿
医

療
制
度
｣
と
し
ま
し
た
。

問
町
住
民
課
　
　
撒（
　
）
４
１
３
６

５７

　
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０　
国
民
年
金
は
す
べ
て
の
公
的
年
金

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
日
本
に

住
む
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
方
は
す

２０

６０

べ
て
公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、　

歳
の
誕
生
月
か
ら

２０

　
歳
の
誕
生
月
の
前
月
ま
で
、
定
額

６０の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。

　
加
入
者
は
職
業
な
ど
に
よ
り
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

就
職
・
転
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に

よ
り
グ
ル
ー
プ
が
変
わ
っ
た
時
は
、

そ
の
つ
ど
届
出
を
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
は
？

酸
第
１
号
　
国
民
年
金

　（
無
職
・
自
営
業
者
等
）

酸
第
２
号
　
厚
生
年
金
等

　（
会
社
員
・
公
務
員
等
）

酸
第
３
号
　
国
民
年
金

　（
専
業
主
婦
等
）

　
国
民
年
金
は
、　

歳
か
ら
　
歳
ま

２０

６０

で
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
希
望
す
れ
ば
　
歳
ま
で
の
間
に

６５

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

　
　
歳
ま
で
に
　
年
の
受
給
資
格
期

６０

２５

間
を
満
た
せ
ず
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
が
な
い
方
は
、
任
意
加
入
す

る
事
に
よ
り
、
受
給
資
格
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、　

年（
４
８
０
月
）の
納
付

４０

済
期
間
が
な
い
た
め
老
齢
基
礎
年
金

を
満
額
受
け
取
れ
な
い
場
合
は
、
受

給
額
を
満
額
も
し
く
は
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
町
住
民
課
　
　
撒（
　
）
４
１
４
０

５７

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

お
詫
び
と
訂
正

　
４
月
中
旬
に
対
象
者
に
通
知
い
た
し

ま
し
た「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

お
知
ら
せ
」の
中
で
、健
診
日
の
曜
日
と

健
診
結
果
説
明
会
の
日
程
を
一
部
誤
っ

て
表
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、次

の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
町
住
民
課
　
　
　
撒
（
　
）
４
１
３
７

５７

結果説明会健診日結果説明会健診日

１月２２日（木）
１２月１８日（木）

７月１７日（木）

６月１２日（木）

１２月１９日（金）６月１３日（金）

２月３日（火）
１月８日（木）６月１５日（日）

１月９日（金）
８月２８日（木）

７月２４日（木）

３月１２日（木）

２月１２日（木）７月２５日（金）

２月１３日（金）
１１月４日（火）

９月２９日（月）

２月１４日（土）９月３０日（火）

訂正箇所　　　　

青い文字のところ
１１月２７日（木）

１０月３０日（木）

１０月３１日（金）



健
診
の
ご
案
内

　
広
報
の
ぎ
３
月
号
に
お
い
て
、
健

康
診
査
を
受
け
ら
れ
る
委
託
医
療
機

関
を
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
一
部
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

 

酸
浅
野
医
院

　
額
健
康
診
査
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

酸
岩
崎
医
院

　
額
特
定
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

酸
鹿
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
額
特
定
健
診
は
準
備
中
で
す
。

　
委
託
医
療
機
関
で
の
実
施
は
、
上

表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
受

診
希
望
の
方
は
、
各
医
療
機
関
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
健
診
は
、
町
委
託
医
療
機
関
・
町

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
実
施
を
問
わ
ず
、

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
　
日
ま
で

３１

の
期
間
に
１
回
の
受
診
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
町
住
民
課
　
　
撒（
　
）
４
１
３
７

５７

　
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
１

５７

６
月
１
日
～
７
日
 

第
　
回
水
道
週
間

５０

た
だ
い
ま
ァ
ー
 

蛇
口
ひ
ね
っ
て
水
ゴ
ク
リ

　
町
の
水
道
は
、
昭
和
　
年
に
給
水

５１

開
始
し
て
以
来
、
思
川
浄
水
場
で
処

理
さ
れ
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水
と

し
て
供
給
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

〔
　
年
３
月
末
〕

２０酸
給
水
戸
数
　
　
　
　
８
１
３
２
戸

酸
給
水
人
口
　
　
　
２
２
７
６
９
人

酸
普
及
率
　
　
　
　
　
９
６
・
９
％

酸
一
日
平
均
給
水
量
 

　
　
　
　
　
　
　
６
４
４
９
逢
／
日

酸
一
人
あ
た
り
の
給
水
量

　
　
　
　
　
　
２
８
４
渥
／
日
／
人

問
町
上
下
水
道
課
撒（
　
）
４
１
９
４

５７

浄
水
場
へ
見
学
に
行
こ
う

　
水
道
週
間
中
、
思
川
浄
水
場
で
は
、

施
設
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
　
間

　
６
月
１
日（
日
）～
７
日（
土
）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時
　
分

１０

３０

問
思
川
浄
水
場
　
撒（
　
）
０
０
３
８

５６

上
下
水
道
料
金
は
口
座
振
替
で

　
昼
間
留
守
に
な
り
が
ち
な
ご
家
庭

は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
月
７
日

に
指
定
口
座
よ
り
上
下
水
道
料
金
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

　
足
利
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
み
ず
ほ

銀
行
、
常
陽
銀
行
、
足
利
小
山
信
用

金
庫
、
中
央
労
働
金
庫
、
小
山
農
協
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

申
込
方
法

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
の
申
し
込
み
は
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
届
出
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
の
金
融
機
関
へ
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
町
上
下
水
道
課
ま

た
は
取
扱
金
融
機
関
に
届
出
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
上
下
水
道
課
撒（
　
）
４
１
４
６

５７

お知らせ

（9）

工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
上
下
水
道
課
撒
（
　
）
４
１
６
５

５７

舗装工事
工期：6月下旬まで

子宮
がん
検診

前立腺
がん
検診

大腸
がん
検診

胃
がん
検診

特定健診
(75歳以上。生活
機能評価を含む）

特定健診
(40歳～74歳。65歳以上は
生活機能評価を含む）

基本健診
(30歳～39歳）

町指定医療機関

産産産産産緯(56)0280岩崎医院

産産産産産産緯(57)2510菊池クリニック

産産産緯(56)2255木村外科胃腸科内科医院

産緯(56)0356近藤医院

産産産緯(54)5004さくら診療所

産産準備中準備中産緯(57)0056鹿野クリニック

産産産緯(57)9811寺内整形外科

産産産産産産緯(55)0710野木病院



（10）

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

６
月
８
日
～
　
日
 

１４

危
険
物
安
全
週
間

　
総
務
省
消
防
庁
他
各
関
連
団
体
で

は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
等
の
危
険
物

を
取
り
扱
う
事
業
所
に
お
け
る
自
主

安
全
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
、
毎

年
６
月
の
第
２
週
を
「
危
険
物
安
全

週
間
」
と
し
、
危
険
物
の
保
安
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
を
全
国

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
小
山
市
消
防
本
部
及
び
小
山
地
区

危
険
物
保
安
協
会
で
は
、
こ
の
趣
旨

に
沿
い
、
広
報
活
動
や
消
火
競
技
会

等
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（
　
）
３
１
５
７

２１

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

日
　
時
　
７
月
４
日（
金
）

酸
給
油
取
扱
所

　
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１２

３０

酸
一
般
取
扱
所
（
給
油
取
扱
所
以
外
）

　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

場
　
所
　
県
立
県
南
体
育
館
研
修
室

　
　
　
　（
小
山
市
外
城
３
７
１
）

受
　
付
　
６
月
　
日
～
　
日

１６

２３

　
　
　
　（
土
日
を
除
く
）

講
習
費

　
栃
木
県
収
入
証
紙
　
４
７
０
０
円

※
受
講
申
請
書
の
配
布
は
、
小
山
市

消
防
本
部
予
防
課
の
み
で
行
っ
て
い

ま
す
。

問
小
山
市
消
防
本
部

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
３
１
５
７

２１

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会

日
　
時
　
７
月
　
日（
土
）

１９

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
～

３０

場
　
所
　
道
の
駅
思
川
（
小
山
市
下

　
　
　
　
国
府
塚
　
‐
１
）

２５

申
　
込
　
６
月
　
日
～
７
月
５
日

２０

　
　
　
　
先
着
　
名
・
受
講
無
料

５０

そ
の
他
　
テ
キ
ス
ト
配
布

　
　
　
　
活
動
し
や
す
い
服
装
で

問
小
山
市
消
防
署

撒
０
２
８
５（
　
）
３
１
６
４

２１

　
野
木
分
署
　
　
撒（
　
）
１
１
１
９

５７

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
会

日
　
時

　
７
月
　
日（
木
）・
　
日（
金
）

１０

１１

場
　
所

　
小
山
市
中
央
公
民
館
第
一
研
修
室

　
（
小
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー
地
下
１
階
）

定
　
員
　
１
０
０
名

受
講
料
　
６
０
０
０
円
（
教
材
費
・

　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
代
）

※
欠
席
で
も
払
い
戻
し
は
し
ま
せ
ん
。

申
　
込

　
６
月
　
日
～
　
日
に
、
日
本
防
火

１０

２４

　
協
会
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

姉
　（
３
５
９
１
）７
１
３
０

０３

申
込
書

　
小
山
市
消
防
本
部
で
入
手
す
る
か
、

　
日
本
防
火
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

　問
苛
日
本
防
火
協
会

撒
０
３（
３
５
９
１
）７
１
７
２

電
話
で
雨
量
情
報
・
河
川

水
位
情
報
を

　
栃
木
県
が
観
測
し
て
い
る
雨
量
情

報
や
河
川
水
位
情
報
を
住
民
の
皆
様

に
一
般
電
話
回
線
を
利
用
し
て
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
情
報
は
、　

分
ご
と
に
更
新
さ

１０

れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
砂
災
害
や
水

害
等
の
危
険
判
断
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

情
報
を
聴
く
に
は
？

①
撒（
　
）
４
５
３
６
に
電
話
を
す
る
。

５７

②
音
声
案
内
に
従
い
聴
き
た
い
情
報

を
選
択
す
る
。

聴
く
こ
と
の
で
き
る
情
報
は
？

【
雨
量
情
報
】

　
野
木
町
中
心
部
、
小
山
市
中
心
部
、

　
栃
木
市
中
心
部
・
西
部
・
北
西
部

　
上
都
賀
郡
南
部
　
の
６
か
所

【
河
川
水
位
情
報
】

　
思
川
（
観
光
橋
…
小
山
市
）

問
栃
木
土
木
事
務
所

撒
０
２
８
２（
　
）
３
５
９
３

２３

　
町
総
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
５
９

５７

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
雨
量

情
報
・
河
川
水
位
情
報
を

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

全
国
の
河
川
の
雨
量
や
水
位
及
び
河

川
予
警
報
等
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
入
手
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら

携
帯
電
話
か
ら

問
町
総
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
５
９

５７

h
ttp
://w

w
w
.riv
e
r.g
o
.jp

h
ttp
://i.riv

e
r.g
o
.jp

h
ttp
://w

w
w
.n
-b
o
u
k
a
.o
r.jp
/



町
臨
時
職
員
候
補
者
募
集

　
町
で
は
、
臨
時
職
員
（
月
　
日
程

１５

度
）
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
た
方
を「
候
補
者
」
と
し

て
名
簿
に
登
載（
受
付
よ
り
２
年
間
）

し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
そ
の
中
か

ら
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

募
集
内
容
（
　
年
６
月
現
在
）

２０

採
用
す
る
場
合

産
町
職
員
に
出
産
休
暇
な
ど
で
欠
員

が
生
じ
た
場
合

産
そ
の
ほ
か
管
理
運
営
上
、
必
要
が

生
じ
た
場
合

募
集
期
間
　
随
時

応
募
方
法

　
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）
に
写
真
を

　
添
付
し
て
町
総
務
課
へ

※
資
格
を
有
す
る
も
の
は
、
資
格
証

等
の
写
し
も
提
出

問
町
総
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
１
１

５７

陸
海
空
自
衛
官
 

（
７
・
８
・
　
月
入
隊
）募
集

１０

応
募
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の

１８

２７

　
　
　
　
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

試
験
日
　
６
月
　
日（
土
）
ま
た
は

２８

　
　
　
　
７
月
　
日（
土
）

２６

受
付
期
限
　
７
月
　
日
ま
で

２３

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
４
７
６
３

２５

放
送
大
学
学
生
募
集

教
養
学
部
第
２
学
期
学
生

　
放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、　

年
度
第
２
学
期
（
　
月
授
業

２０

１０

開
始
）
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
満
　１８

歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
全
科
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。
満
　
歳
１５

以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
選
科
・
科
目

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

　
授
業
は
、
通
信
衛
星
を
利
用
し
た

Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
全
国
放
送
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
送
大
学

の
番
組
を
放
送
し
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

で
も
視
聴
が
可
能
で
あ
り
、
自
宅
に

お
い
て
マ
イ
ペ
ー
ス
で
学
習
が
で
き

ま
す
。

募
集
学
生

茨
全
科
履
修
生

　
４
年
以
上
在
学
し「
学
士（
教
養
）」

　
の
学
位
の
取
得
を
目
指
す
学
生

芋
選
科
履
修
生

　
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目

　
を
履
修
す
る
学
生

鰯
科
目
履
修
生

　
１
学
期
間（
６
か
月
）在
学
し
、
希

　
望
す
る
科
目
を
履
修
す
る
学
生

入
学
料

茨
全
科
履
修
生
　
２
２
０
０
０
円

芋
選
科
履
修
生
　
　
８
０
０
０
円

鰯
科
目
履
修
生
　
　
６
０
０
０
円

授
業
料

　
１
科
目（
２
単
位
）
あ
た
り

　
　
　
１
１
０
０
０
円（
教
材
費
込
）

放
送
大
学
大
学
院
学
生

　
放
送
大
学
大
学
院
で
は
満
　
歳
以

18

上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
学
で
き
、
自

分
の
学
習
・
研
究
し
た
い
科
目
を
選

択
し
て
、
１
科
目
か
ら
履
修
で
き
る

学
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
学
生

茨
修
士
選
科
生

　
１
年
間
在
学
し
、
自
分
の
学
習
・

　
研
究
し
た
い
科
目
を
選
択
し
て
、

　
１
科
目
か
ら
履
修
す
る
学
生

芋
修
士
科
目
生

　
１
学
期
間（
６
か
月
）在
学
し
、
自

　
分
の
学
習
・
研
究
し
た
い
科
目
を

　
選
択
し
て
、
１
科
目
か
ら
履
修
す

　
る
学
生

入
学
料

茨
修
士
選
科
生
　
１
６
０
０
０
円

芋
修
士
科
目
生
　
１
２
０
０
０
円

授
業
料

　
１
科
目（
２
単
位
）
あ
た
り

　
　
　
２
２
０
０
０
円（
教
材
費
込
）

蒲
　
蒲
　
蒲

募
集
期
間

　
６
月
　
日
～
８
月
　
日

１５

３１

問
放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
撒
０
２
８（
６
３
２
）
０
５
７
２

　
〒
３
２
１
‐
０
９
４
３

　
宇
都
宮
市
峰
町
３
５
０

　（
宇
都
宮
大
学
内
）

お知らせ
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採用期間賃金（円）仕事内容職　種

６
か
月
以
内

日給　5,760

時給　0,720
一般行政事務の補助一般事務

時給　0,850
保育業務（保育士資格
を有する方）

保育士

日給　7,920

時給　0,990

保健指導、予防接種等
の補助（保健師資格を
有する方）

保健師

時給　0,960
予防接種等の補助（看
護師資格を有する方）

看護師

時給　0,740給食調理の補助給食調理員

h
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w
w
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p
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家
屋
を
建
て
た
ら
連
絡
を

　
家
屋
（
住
宅
・
店
舗
・
工
場
・
倉

庫
・
車
庫
・
物
置
等
）
を
新
築
し
た

り
増
築
し
た
方
で
、
ま
だ
町
税
務
課

の
家
屋
調
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

連
絡
く
だ
さ
い
。
日
程
調
整
の
う
え
、

調
査
に
伺
い
ま
す
。
調
査
が
遅
れ
る

と
、
固
定
資
産
税
が
さ
か
の
ぼ
っ
て

課
税
に
な
っ
た
り
、
評
価
証
明
の
発

行
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
も
法

務
局
や
町
税
務
課
へ
の
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
居
住
用
家
屋
を

取
り
壊
し
た
場
合
は
、
土
地
の
税
額

が
上
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
２
３

５７

家
屋
を
新
築
等
に
よ
り
取

得
さ
れ
た
方
へ

　
　
年
中
に
家
屋
を
新
築
、
増
築
及

１９
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方
に
、

７
月
に
不
動
産
取
得
税
が
課
税
に
な

る
予
定
で
す
。
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
書
で
納
期
限（
７
月
　
日
）
ま
で
に
、

３１

最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
事

務
所
で
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　
撒
０
２
８
２（
　
）
３
４
１
３

２３

栃
木
税
務
署
よ
り

税
務
相
談
事
務
に
関
す
る
 

面
接
相
談
の
事
前
予
約

　
本
年
５
月
か
ら
、
国
税
に
関
す
る

相
談
の
う
ち
内
容
が
複
雑
で
事
実
関

係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
税
務
署
に
電
話

予
約
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
の
面
接

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
ま
ず
電
話
に
て
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
税
務
署

　
　
　
撒
０
２
８
２（
　
）
０
８
８
５

２２

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）採
用
試
験

受
験
資
格

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年

６２

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

試
験
程
度
　
高
等
学
校
卒
業
程
度

受
験
申
込
書
請
求
先

　
最
寄
り
の
税
務
署
、
関
東
信
越
国

　
税
局
ま
た
は
人
事
院
関
東
事
務
局

受
付
期
間
　
６
月
　
日
～
７
月
１
日

２４

　
　
　
　
　（
土
・
日
は
除
く
）

受
験
申
込
書
提
出
先

　
〒
３
３
０
‐
９
７
１
２

　
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
１
番
地
１

　
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
１
号
館

　
人
事
院
関
東
事
務
局

　
撒
０
４
８（
７
４
０
）
２
０
０
６
～
８

試
験
日
・
試
験
種
目
・
試
験
地

酸
１
次
試
験
　
９
月
７
日（
日
）

・
教
養
試
験
、
適
性
試
験
及
び
作
文

※
人
事
院
各
地
方
事
務
局
が
示
し
た

　
試
験
地
で
あ
れ
ば
、
希
望
す
る
全

　
国
の
ど
の
試
験
地
で
も
受
験
可

酸
２
次
試
験

　
　
月
　
日
～
　
日
ま
で
の
間
の
１

１０

１６

２３

　
日（
１
次
試
験
合
格
通
知
で
指
定
）

・
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

※
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す

　
る
試
験
地

合
格
発
表

酸
１
次
試
験
　
　
月
９
日（
木
）

１０

酸
２
次
試
験
　
　
月
　
日（
木
）

１１

１３

※
１
次
試
験
地
及
び
申
込
試
験
地
を

　
管
轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

　
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
通
知
し
ま
す
。

採
用
日
　
　
年
４
月
１
日

２１

問
関
東
信
越
国
税
局

　
　
撒
０
４
８（
６
０
０
）
３
１
１
１
 

ア
グ
リ
ツ
ア
ー
 

と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
体
験

　
農
作
物
の
収
穫
体
験
を
通
し
て
、

私
た
ち
の
「
食
」
に
つ
い
て
見
直
し
て

み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
町

青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、
生
産

者
の
協
力
を
得
て
、
と
う
も
ろ
こ
し

の
収
穫
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
　
日（
土
）

１２

　
　
　
　
午
前
　
時
～

１０

場
　
所
　
町
内
の
畑

対
　
象
　
町
在
住
者

　
　
　
　（
家
族
参
加
歓
迎
）

定
　
員
　
先
着
　
名
６０

参
加
料
　
５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
無
料
。
た
だ
し
、

中
学
生
以
下
だ
け
の
参
加
は
不
可
。

申
込
期
間
　
７
月
１
日
～
４
日

申
込
方
法

　
参
加
料
を
添
え
町
産
業
課
へ

※
申
し
込
み
の
際
に
詳
し
い
案
内
を

配
付
し
ま
す
。

問
町
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会
事
務
局

　（
町
産
業
課
内
）撒（
　
）
４
１
５
１

５７

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ



第
１
回
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

　
あ
な
た
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
T
シ
ャ

ツ
が
ひ
ま
わ
り
畑
で
は
た
め
き
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合
わ

せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
り
、

会
場
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
方
法

　
応
募
要
項
・
応
募
用
紙
は
町
産
業

　
課
ま
た
は
町
内
の
公
共
施
設
に
あ

　
り
ま
す
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。（
応
募
用
紙
は
町
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
で
き
ま
す
）

応
募
料
（
T
シ
ャ
ツ
制
作
費
）

　
高
校
生
以
上
　
２
０
０
０
円

　
中
学
生
以
下
　
１
０
０
０
円

申
込
期
限
　
６
月
　
日
２０

問
町
観
光
協
会
事
務
局

　（
町
産
業
課
内
）撒（
　
）
４
１
５
３

５７

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
融
資
制
度

　
県
で
は
、
地
球
に
や
さ
し
い
太
陽

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
促
進
す
る

た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
必
要
な

資
金
を
低
利
で
融
資
し
て
い
ま
す
。

産
県
内
居
住
の
方
（
県
内
居
住
予
定

の
方
も
含
む
）

産
申
込
み
本
人
ま
た
は
同
居
の
家
族

の
所
有
で
あ
る
自
宅
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

産
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工

事
に
着
手
し
て
い
な
い
方
（
当
シ
ス

テ
ム
付
き
の
建
売
住
宅
を
購
入
す
る

場
合
も
対
象
）

産
県
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

限
度
額
　
２
０
０
万
円

利
　
率
　
年
１
・
７
％

※
取
扱
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
別
途

保
証
会
社
の
保
証
料
が
か
か
り
ま
す
。

償
還
期
間
　
　
年
以
内

１０

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
環
境
森
林
政
策
課

　
地
球
温
暖
化
対
策
室
　

　
　
撒
０
２
８（
６
２
３
）
３
１
８
７

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

　
野
木
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

で
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目

的
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
　
日（
土
）

１２

　
　
　
　
午
後
２
時
～

場
　
所
　
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料（
整
理
券
必
要
）

講
　
師
　
那
須
少
年
記
原
作
者

　
　
　
　
 森
 　
 詠
 氏

も
り
 

え
い

※
整
理
券
は
６
月
　
日（
土
）午
前
９

２８

時
か
ら
町
公
民
館
に
て
１
人
２
枚
ま

で
配
布
し
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課
撒（
　
）
４
１
７
７

５７

 

留
学
生
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

県
南
大
会

　
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
近
隣
地

域
に
在
住
す
る
外
国
か
ら
の
留
学
生

を
お
招
き
し
、
留
学
生
各
自
の
異
文

化
体
験
な
ど
を
発
表
す
る
、
日
本
語

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
　
こ
れ
は
、
県
内
外
の
留
学
生
に
野

木
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

で
あ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
、
留
学
生
の
方
々
と
様
々
な
体

験
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
近

な
国
際
交
流
を
体
験
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
６
月
　
日（
土
）

２８

　
午
後
１
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

場
　
所
　
町
公
民
館
視
聴
覚
室

入
場
無
料

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　（
町
生
涯
学
習
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
撒（
　
）
４
１
７
８

５７

お知らせ
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町
老
人
保
健
福
祉
計
画
等
作
成

委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
の
高
齢
者
保
健
福
祉
に
関
す
る

指
針
と
な
る
「
野
木
町
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」を

今
年
度
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
計
画
期
間
は
、　

年
度
か
ら
　
年

２１

２３

度
ま
で
の
３
年
間
で
、
高
齢
者
保
健

福
祉
基
本
の
方
針
や
施
策
の
推
進
方

法
等
を
盛
り
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
委
員
会
は
、
各
界
各
層
の
有
識
者

　
名
以
内
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
つ
き

２０ま
し
て
は
、
広
く
町
民
の
方
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
、
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
公
募
に
よ
る
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

定
　
員
　
第
１
号
被
保
険
者
　
１
名

　
　
　
　
第
２
号
被
保
険
者
　
１
名

資
　
格

　
町
内
在
住
で
次
に
該
当
し
、
委
員

　
会
に
出
席
で
き
る
方
。
た
だ
し
、

　
年
齢
は
４
月
１
日
現
在
と
し
ま
す
。

産
第
１
号
被
保
険
者

　
満
　
歳
以
上
の
方

６５

産
第
２
号
被
保
険
者

　
満
　
歳
以
上
満
　
歳
以
下
の
方

４０

６４

申
込
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　
え
町
健
康
福
祉
課
ま
で
持
参
、
郵

　
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

酸
郵
送
先

　
〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

　
野
木
町
丸
林
５
７
１

　
野
木
町
健
康
福
祉
課

酸
F
A
X
　（
　
）
４
１
９
３

５７

酸
E
メ
ー
ル

　※
申
込
書
は
、
町
健
康
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

公
募
期
間

　
６
月
２
日
～
　
日（
消
印
有
効
）

１６

選
考
方
法

　
公
募
者
の
中
か
ら
、
地
域
・
性
別

　
等
を
勘
案
し
て
選
考
し
ま
す
。

選
考
結
果
　
６
月
下
旬
頃
、
本
人
宛

　
　
　
　
　
に
通
知
し
ま
す
。

期
　
間
　
７
月
頃
～
　
年
３
月
頃

２１

開
催
回
数

　
２
回
（
原
則
、
平
日
の
午
後
）

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
３

５７

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
高
齢
者
の
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
元

気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
火
曜
日
の
午
前
中

　
　
　
　（
月
３
～
４
回
）

場
　
所

　
松
原
第
２
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
丸
林
東
土
地
区
画
整
理
記
念
会
館

対
　
象

　
　
歳
以
上
の
高
齢
者
（
要
介
護
認

６５
　
定
者
以
外
の
方
）

内
　
容

　
趣
味
活
動
、
健
康
体
操
な
ど

効
　
果

　
定
期
的
に
、
楽
し
み
な
が
ら
、
趣

　
味
や
創
作
活
動
を
続
け
る
こ
と
に

　
よ
り
、
家
の
中
で
閉
じ
こ
も
り
が

　
ち
に
な
る
こ
と
や
、
介
護
を
受
け

　
る
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
防

　
い
で
い
ま
す
。

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
撒（
　
）
３
１
０
０

５７

　
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
３

５７

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
性
感

染
症
検
査

　
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
、
性
感
染
症
検
査

（
梅
毒
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」

（
６
月
１
日
～
７
日
）
に
あ
た
り
、
次

の
と
お
り
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

酸
毎
週
水
曜
日
　
午
後
１
時
～
２
時

酸
夜
間
検
査

　
６
月
３
日（
火
）午
後
６
時
～
７
時

※
予
約
不
要

場
　
所

　
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
県
庁
小
山
庁
舎
本
館
２
階
）

　
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１

内
　
容
　
血
液
検
査

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

（
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
て
か
ら
８

　
週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
）

・
梅
毒
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

（
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
て
か
ら
４

　
週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
）

料
　
金
　
原
則
無
料

結
　
果

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
梅
毒
検
査
は
、

　
採
血
後
約
　
分
で
結
果
が
分
か
り

３０

　
ま
す
。
検
査
結
果
に
よ
っ
て
は
再

　
度
来
所
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

　
は
、
検
査
の
翌
週
水
曜
日
の
午
前

　
中
に
本
人
に
伝
え
ま
す
。
受
診
時

　
の
申
し
出
に
よ
り
性
器
ク
ラ
ミ
ジ

　
ア
検
査
の
み
、
電
話
で
の
問
い
合

　
わ
せ
が
可
能
で
す
。

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
撒
０
２
８
５（
　
）
１
２
１
９

２２

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

k
e
n
k
o
u
fu
k
u
sh
i@
to
w
n
.n
o
g
i.

to
c
h
ig
i.jp



ぼ
う
は
ん
カ
レ
ッ
ジ
２
０
０
８

　
ぼ
う
は
ん
カ
レ
ッ
ジ
２
０
０
８
は
、

広
く
県
民
か
ら
受
講
者
を
募
り
、
必

要
と
す
る
講
座
を
１
講
座
か
ら
で
も

受
講
で
き
る
よ
う
選
択
制
の
講
座
を

開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
個
々

の
防
犯
知
識
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
６
講
座
以
上
を
受
講
し
た

方
は
、
自
主
防
犯
団
体
活
動
等
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
「
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
教
室
修
了

者
」
と
し
て
、知
事
名
の
修
了
証
書
及

び
修
了
証（
バ
ッ
ジ
）を
交
付
し
ま
す
。

定
　
員
　
各
講
座
と
も
先
着
　
名
５０

参
加
費
　
無
料（
昼
食
は
各
自
用
意
）

問
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　
　
撒
０
２
８（
６
２
３
）
２
１
５
４

ご
み
処
理
施
設
建
設
基
本

構
想
素
案
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
募
集
結
果
の
公
表

　「
ご
み
処
理
施
設
建
設
基
本
構
想

素
案
」
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト（
意
見
公
募
手
続
）募
集
結
果

及
び
こ
れ
に
対
す
る
考
え
方
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
処
理
施

設
建
設
基
本
構
想
検
討
委
員
会
の
議

事
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

公
表
・
公
開
（
閲
覧
）の
場
所

・
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課

・
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ

・
野
木
町
生
活
環
境
課

・
小
山
市
環
境
課

・
下
野
市
環
境
課

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

撒
０
２
８
５（
　
）
２
８
０
９

２２

 

水
防
演
習
を
実
施
し
ま
す

　
６
月
　
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
友

２９

沼
下
影
地
先
堤
防（
思
川
西
側
）
で
、

野
木
町
と
藤
岡
町
に
よ
る
二
町
合
同

水
防
演
習
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
演
習
は
出
水
期
に
当
た
り
、

水
防
団
の
士
気
を
鼓
舞
し
、
作
業
能

率
の
向
上
を
図
り
、
水
防
体
制
の
整

備
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

実
施
工
法

【
準
備
工
法
】

　
①
竹
と
げ
杭
こ
し
ら
え

　
②
土
の
う
作
り

【
水
防
工
法
】

　
①
木
流
し
、
竹
流
し

　
②
表
シ
ー
ト
張
り

　
③
五
徳
縫
い

　
④
積
土
の
う

　
⑤
折
返
し

　
⑥
月
の
輪

問
町
総
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
５
８

５７

お知らせ

（15）

講座名及び開催日時・場所

A マップ作製コース【３講座】

　６月１５日（日）
　　小山市中央公民館
　７月５日（土）
　　那須塩原市西那須野支所
　１２月６日（土）
　　宇都宮市役所

地域安全マップ（理論）
　９：００～１０：３０

地域安全マップ（現地調査）
　１０：４５～１２：１５

地域安全マップ（作製実習）
　１３：３０～１５：００

B 身近な安全コース【４講座】

　６月２８日（土）
　　矢板市生涯学習館
　１１月２９日（土）
　　宇都宮市男女共同参画推進センター
　　宇都宮市明保野体育館（護身術会場）

交通事故のない地域社会を目指して
　９：００～１０：３０

まち育ては人育て、人育てはまち育て
　１０：４５～１２：１５

守りたい　子どもの安全
　１３：００～１４：３０

女性のための護身術（※女性限定）
　１５：００～１６：３０

C リーダー養成コース【３講座】

　６月２１日（土）
　　小山市中央公民館
　７月１２日（土）
　　那須塩原市厚崎公民館
　７月１９日（土）
　　日光市中央公民館
　１２月１３日（土）
　　宇都宮市役所

犯罪の情勢と防犯パトロールの方法
　９：００～１０：３０

プロの侵入手口と防犯対策
　１０：４５～１２：１５

自主防犯団体リーダー論
　１３：００～１４：３０

リーダー養成教室修了式
　１４：５０～１５：２０
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新
橋
児
童
館
イ
ベ
ン
ト

①
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

メ
ニ
ュ
ー
は「
チ
ヂ
ミ
」。
韓
国
の
お

好
み
焼
き
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
６
月
　
日（
土
）

１４

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

対
　
象
　
幼
児
～
中
学
生
と
保
護
者

　
　
　
　
　
名
３０

参
加
料
　
１
人
１
０
０
円

申
込
期
間
　
随
時
（
定
員
に
な
り
次

　
　
　
　
　
第
締
切
）

申
込
方
法
　
児
童
館
へ
（
電
話
不
可
）

※
早
め
の
申
込
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

②
親
子
で
ヨ
ガ
！

今
、
大
流
行
の
ヨ
ガ
！
体
に
も
と
っ

て
も
良
い
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
を
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
。

日
　
時

　
６
月
７
、　

、　

日
（
土
）

２１

２８

　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

対
　
象
　
幼
児
と
保
護
者
　
　
組
１５

参
加
料
　
１
回
５
０
０
円（
親
子
）

申
込
期
間
　
随
時
（
定
員
に
な
り
次

　
　
　
　
　
第
締
切
）

申
込
方
法
　
児
童
館
へ
（
電
話
可
）

③
楽
器
レ
ッ
ス
ン

専
門
の
先
生
に
楽
器
を
教
え
て
も
ら

い
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
午
後
２
時
～

※
楽
器
ご
と
に
日
程
が
異
な
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

楽
　
器

　
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
サ

　
ッ
ク
ス
、
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

　
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ユ
ー
ホ
、

　
テ
ュ
ー
バ
、
打
楽
器

対
　
象

　
小
学
校
高
学
年
～
高
校
生

　（
楽
器
を
持
参
で
き
る
方
）

　
各
　
名
程
度

１５

参
加
料
　
１
回
５
０
０
円

申
込
期
間
　
随
時

申
込
方
法
　
児
童
館
へ
（
電
話
可
）

※
そ
の
他
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。「
お
し
ら
せ
版
」
に
記

載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

蒲
　
蒲
　
蒲

問
新
橋
児
童
館
　
撒（
　
）
９
１
５
５
 

５７

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト

①
バ
ス
で
お
出
か
け
♪
 

公
園
へ
行
き
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
お
弁
当
を
食
べ
て
・
・
・

デ
ザ
ー
ト
は
、
用
意
し
ま
す
。
お
楽

し
み
に
鎧

日
　
時
　
６
月
　
日（
木
）

１９

　
　
　
　
午
前
　
時
発

１０

　
　
　
　
午
後
３
時
　
分
解
散
予
定

３０

行
　
先
　
佐
野
市
こ
ど
も
の
国

対
　
象
　
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
組
２５

参
加
料
　
幼
児
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
大
人
　
１
８
０
０
円

　
　
　
　（
デ
ザ
ー
ト
代
含
む
）

申
込
方
法

　
参
加
料
を
添
え
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

 

②
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

「
ぱ
り
ぽ
り
ク
ッ
キ
ー
」を
作
る
よ
。

餃
子
の
皮
で
作
る
ク
ッ
キ
ー
で
す
。

日
　
時
　
６
月
　
日（
土
）

２８

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

対
　
象
　
小
学
生
以
上

参
加
費
　
１
０
０
円

申
込
期
間
　
６
月
　
日
～
　
日

１４

２０

申
込
方
法

　
参
加
費
を
添
え
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　（
電
話
不
可
）

蒲
　
蒲
　
蒲

問
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

撒（
　
）
１
４
４
０

５４

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

　
人
  権
  標
  語

あ
な
た
の
や
さ
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
え
が
お
に
つ
な
が
る
よ
。

佐
川
野
小
学
校
　
 鈴
  木
 

す

ず

 き

　
 香
 
か

 帆
 
ほ

　
　
　（
　
年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

19



（17）

　私は日頃、小山市を拠点に生活支援事業を行うＮＰＯ法人において活

動をしています。１６年度公民館講座の町民大学（宇都宮大学陣内教授指

導）での学びをきっかけに、『町民と行政協働のまちづくり』に関心を持つ

ようになりました。まちづくりには男女共同参画の理念は必須です。職種

や労働条件に男女格差がないと言われる中国での研修から、何かを学べ

るのではないかと、県主催の『次世代人材づくり事業』に参加しました。

　事前研修では、男女共同参画の理念や栃木県における現状等を学び、さ

らに地域連携促進研修において『地域力を育み、住みたい地域環境作り』

というテーマに取り組みました。地域力を育むには、異なる世代の人たち

が活動を通じて、繋がっていくことが必要という観点から、県内の公民館

や情報センターの活動内容を情報収集しました。また福祉、医療、保育、女

性の人権を保護する施設を訪問するうちに、働く女性、高齢者、子供、外国

人、病人や障がい者、そしてＤＶ被害者など弱い立場の人たちに配慮した

環境づくりの必要性を強く感じました。

　海外研修先の上海市と杭州市のめざましい発展ぶりには眼を見張るも

のがありました。中でも、女性の視点で富裕層向けの需要をとらえて起業

した家事支援の民間企業は、『あなたに代わってすべての苦労を引き受け

ます』という趣旨が、時代のニーズと合致し急成長したそうです。１５年間

で１９部門の事業を展開し１６００人もの都市部の雇用を創出していました。

中国において家事支援サービスを利用する層が急速に増えていることに

加え、ニーズをいち早くとらえて起業し、短期間のうちに部門別にシステ

ム化した４０代の女性経営者の手腕に驚きを隠せませんでした。

　一方、杭州市児童福利院では、障がい

を持って生まれ、生活苦から捨てられ

た子どもたちが保護されており、中国

の陰の部分を垣間見ました。

　また、ホームステイ先の女性と生き

方について深く話すことができたのは、

大きな収穫です。交流会で話した学生

たちもまじめな勉強家でした。彼らは

比較的豊かな層ですが、自分たちの生活基盤を築くためにしのぎを削っ

て努力していました。街に多くいた物乞いや土産売りの人たちも 逞 しく、
たくま

エネルギッシュでした。

　中国の人たちから「就労が確保され、経済的に安定しないと、他者への

配慮はできない現実」に改めて気づかされました。

　わが国では超高齢化社会と経済格差の時代を迎え、地域に経済的な活

力がなくなり市街地はどこも衰退しています。そんな中で生活に根ざし

た女性の発想をもっと生かすことで、地域に雇用を生むことができるの

ではないかと感じます。また、女性の働きやすい環境（保育、教育、病院、介

護施設等）を整えることも新たな雇用を生み、街に人が集う要素です。そ

して、弱い立場の人たちが守られ、皆が地元で豊かに暮らせるコミュニテ

ィであって欲しいものです。この研修を経て痛感したのは、私たちが生活

者として『住みたいまち』を考え、話し合い、提案することの大切さです。

そして自分にできることを実行することです。２０年度、この事業の研修先

はアメリカ合衆国のインディアナ州です。皆さんも参加して何かを発見

してください。

中
国
（
上
海
市
・
杭
州
市
）研
修
か
ら
学
ん
だ
こ
と

～
　
年
度
栃
木
県
次
世
代
人
材
づ
く
り
事
業
研
修
に
参
加
し
て
～

１９

広報連絡委員

川元　由美子

広報連絡委員

REPORT
265



（18）

古
河
市

算
古
河
文
学
館
展
示
「
文
学
の
中
の
田
中
正
造
」

　
城
山
三
郎
・
立
松
和
平
・
日
向
康
・
佐
江
衆
一

な
ど
、
田
中
正
造
が
描
か
れ
た
文
学
作
品
を
紹
介
。

同
時
開
催
に
テ
ー
マ
展
永
井
路
子
『
王
朝
三
部
作
』。

期
　
間
　
７
月
　
日
（
月
・
祝
日
）
ま
で

２１

場
　
所
　
古
河
文
学
館

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

入
館
料
　
大
人
２
０
０
円
　
子
ど
も
　
円
５０

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日

問
古
河
文
学
館
　
　
　
　
　
　
撒
（
　
）
１
１
２
９

２１

北
川
辺
町

算
ヤ
マ
モ
モ
の
収
穫
と
ジ
ャ
ム
づ
く
り

　
ラ
イ
ス
パ
ー
ク
で
は
、
北
川
辺
産
の
旬
の
食
材

を
利
用
し
た
ふ
る
さ
と
料
理
の
講
習
会
を
食
材
の

収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

期
　
日
　
６
月
　
日
（
日
）

２９

時
　
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

場
　
所
　
ラ
イ
ス
パ
ー
ク

参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
帽
子

　
　
　
　
（
収
穫
作
業
の
で
き
る
服
装
）

申
　
込
　
６
月
　
日
（
木
）締
切
り

２６

　
　
　
　
先
着
　
名
ま
で

１５

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日

問
ラ
イ
ス
パ
ー
ク
　
　
　
　
　
撒
（
　
）
４
３
４
９

６２

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報
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毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
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毅
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毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
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毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
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ゴックン　モグモグ　カ～ミカミ

　ミルクを飲むことしか知らなかった赤

ちゃんにとって、食べることの楽しさを

知るのが離乳食です。食事における最初

の一歩となるこの離乳食は、赤ちゃんが

成長する過程で「飲む」ことから「食べる」

ことへ移行するための大切な架け橋の役

割を果たします。

　幼児期に抱える悩みに、「好き嫌いが多

く偏食である」や「お肉やお魚が噛み切れ

ず飲み込めない」、あるいは「よく噛まず

に飲み込んでしまう」などがあります。

これらの原因がすべて離乳食期にある訳

ではありませんが、この時期はいろいろ

な味を覚えるだけでなく、味覚の基礎が

形成されていきます。さらには、不足し

がちな栄養分を補充するために「噛む」や

「飲み込む」といった運動を促す時期でも

あるのです。

　味覚は、体の成長と同じく乳幼児期に

著しいスピードで形成されます。生後か

ら乳幼児期は、味をつかさどる「 味 
み

 蕾 」の
らい

数が最も多く味覚が鋭敏なのです。離乳

食で薄味を基本として素材その物の味を

大切にしているのはそのためですね。ま

た、その子に合った離乳の進め方をする

ことで、正しい 咀 
そ

 嚼 ができるようになり、
しゃく

「消化吸収を助ける」「口の中を衛生的に

する」「正しい歯並びを作り上げてあごの

発達を促す」などの大切なことに繋がっ

ていきます。あせってフライングしてし

まうことで、問題のある咀嚼パターンを

作ってしまうと、よく噛まずに食物を飲

み込んでしまう子や硬い物が噛めずに、

ついには嫌って食べなくなってしまう子

もいます。離乳食を進める際には、無理

強いせずに赤ちゃんのペースに合わせて

温かな愛情で接してあげられると良いで

すね。

丸林保育所保育士　黒川　悦子

６月４日から１０日は 

「歯の衛生週間」です外

　歯の衛生週間は、厚生労働省、文部科

学省、日本歯科医師会が主催して毎年６

月４日から１０日まで行われています。こ

れは歯の衛生に関する正しい知識を普及

するとともに、歯科疾患の予防の徹底を

図り、あわせてその早期発見、早期治療

を励行することにより、国民の健康を増

進することを目的としています。

　歯の衛生週間の歴史は古く、昭和３年

に日本歯科医師会が６月４日を「ムシ歯

予防デー」として、口腔衛生の普及を行

ったことに端を発し、その後昭和３３年に、

歯の衛生週間として現在の形で行われる

ようになりました。

　町保健センターにおいても、歯の衛生

週間にあわせて、２歳半から未就学のお

子さんを対象にフッ素塗布や歯の健康相

談が行われます。ぜひ、ご参加ください。

町健康福祉課　保健師

WWWWWWWWWWWiiiiiiiiiittttttttttithhhhhhhhhhh  YYYYYYYYYYYoooooooooouuuuuuuuuuou
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マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
外
 

あ
な
た
が
主
役
で
す

　
４
月
６
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日

１５

１０

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
春
の
交
通
安
全
運

動
で
は
、
新
入
学
児
童
等
に
対
す
る

交
通
ル
ー
ル
の
理
解
と
交
通
マ
ナ
ー

の
習
慣
付
け
が
重
要
課
題
と
な
る
と

と
も
に
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故

防
止
」
を
運
動
の
基
本
と
す
る
ほ
か
、

①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
 

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

　
用
の
徹
底
 

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
 

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

な
ど
を
重
点
と
し
て
展
開
し
ま
し
た
。

 

投
稿
 

地
域
の
神
社
の
鳥
居
が
 

修
復
さ
れ
る

座
又
自
治
会

　
南
赤
塚
地
区
内
の
座
又
自
治
会
で

は
、
昔
か
ら
地
域
内
に
存
在
す
る
日

枝
神
社
の
木
製
の
鳥
居
が
腐
食
し
て

し
ま
っ
た
た
め
、
鉄
製
の
も
の
に
し

ま
し
た
。
地
元
で
は
「
お
産
の
様
」と

い
う
呼
び
名
で
安
産
の
神
様
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

　
平
成
　
年
７
月
に
、
新
潟
、
福
島
、

１６

福
井
な
ど
の
各
県
で
洪
水
に
よ
る
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

平
成
　
年
５
月
、
国
に
お
い
て
水
防

１７

法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
市
町
村
に

よ
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

と
配
布
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
町
と
し
て
は
、「
洪
水
災
害

の
危
機
に
直
面
し
た
場
合
に
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
円
滑
か
つ
迅
速
に
避

難
で
き
る
こ
と
」
や
、「
平
常
時
に
お

け
る
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
」
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
水

害
に
備
え
た
心
構
え
や
、
豪
雨
に
よ

る
浸
水
想
定
区
域
及
び
避
難
場
所
な

ど
の
情
報
を
記
載
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
水
害
等
の
恐
れ
が
生
じ
た
場
合
ま

た
は
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
場
合

な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
町
総
務
課
　
　
撒
（
　
）
４
１
５
９

５７

　
期
間
中
、
交
通
安
全
監
視
所
（
町

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
）
に
お
い
て

は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
着
用
の
徹
底
を
中
心
に
啓
発
活

動
を
行
い
、
ま
た
、
県
下
統
一
行
動

日
の
４
月
７
日
、　

日
、　

日
に
お

１１

１４

い
て
小
山
警
察
署
、
小
山
地
区
交
通

安
全
協
会
野
木
支
部
及
び
関
係
団
体

の
協
力
の
も
と
野
木
駅
前
広
場
、
交

差
点
等
で
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
な
ど
の
街
頭
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

町ホームぺージにも
掲載してあります



叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
新
井
氏
は
、
新
橋
小
、
野
木
第
二

中
、
野
木
中
学
校
長
を
歴
任
し
、
平

成
８
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
の
２
期

１６

８
年
間
、
野
木
町
教
育
長
と
し
て
町

教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

Topics～町の話題・投稿～
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れ
ん
げ
畑
で
遊
ん
だ
よ

　
５
月
１
日
、
丸
林
保
育
所
西
側
の

れ
ん
げ
畑
で
野
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
会
長
真
瀬
建
一
さ
ん
）
主
催
に

よ
る
「
れ
ん
げ
畑
で
遊
ぼ
う
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
、
丸
林
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
１
２
６
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の

少
な
く
な
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
、

こ
の
日
ば
か
り
は
と
れ
ん
げ
草
で
埋

ま
っ
た
田
ん
ぼ
の
中
を
ワ
ガ
モ
ノ
顔

で
走
り
回
っ
た
り
、
れ
ん
げ
草
を
つ

ん
だ
り
し
て
そ
れ
は
楽
し
い
１
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
中
で

も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
か
ら
配

ら
れ
た
風
船
は
と
て
も
気
に
入
っ
た

よ
う
で
し
た
。 

　
　
　
　
れ
ん
げ
の
里
　
川
田
 

代
表
　
鈴
木
敏
男

　
川
田
地
区
の
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
活
動
組
織
「
れ
ん
げ
の

里
　
川
田
」
は
、
４
月
４
日
に
町
役

場
副
町
長
室
に
お
い
て
町
と
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
が
　
年
度
か
ら
ス
タ

１９

ー
ト
さ
せ
、　

年
度
が
２
年
目
と
な

２０

る
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
」
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
農
地
や

水
な
ど
を
守
る
共
同
活
動
に
対
し
て
、

国
と
県
そ
し
て
町
が
、
補
助
金
を
交

付
し
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
「
れ
ん
げ
の
里
　
川
田
」は
、質
的

向
上
活
動
（
資
源
の
長
寿
化
・
施
設

の
点
検
・
補
修
な
ど
）
や
環
境
向
上

活
動
（
景
観
植
物
の
栽
培
・
水
路
な

ど
の
生
物
調
査
）
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

今月の納期

町 県 民 税 第１期

５月１日現在

人口 男 12,741人
女 12,983人
計 25,724人

　世帯数　8,947

町の人口

　
真
瀬
会
長
は
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
青
少
年
健
全
育
成
事
業
は
、
今

ま
で
中
学
生
を
中
心
に
行
っ
て
き
た

が
、
今
年
は
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
イ
ベ
ン
ト
を
組
ん
で
み
た
。

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
姿
を
見

る
と
こ
の
企
画
も
成
功
し
た
よ
う
だ

ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

投稿 

農地の環境保全に向けて 

協定書を締結

瑞宝双光章
前教育長
新井清保氏（７０歳）

町内の交通事故

12件数
４
月
累
計

1死者

12傷者

44
(3)

件数
（増減）
　
年
累
計
（
前
年
比
）

２０

1
(0)

死者
（増減）

53
(4)

傷者
（増減）

町内の救急出場

64
出場
件数４

月
累
計 55
搬送
人員

64
(-13)

出場
件数
（増減）

　
年
度
累
計
（
前
年
比
）

２０

55
(-16)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

2空き巣
４
月
累
計

0自動車盗

0車上ねらい

3自転車盗

6
(-8)

空き巣
（増減）　

年
累
計
（
前
年
比
）

２０

4
(-5)

自動車盗
（増減）

9
(-14)

車上ねらい
（増減）

9
(-4)

自転車盗
（増減）
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